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究では、その機能として、血小板凝集抑制作用、血中 トリグリセ リー ド低下作用 が明 ら

































も判断す ることができた。 さらに酸化過程で、PVが低下 した後までもニオイ濃度値は
上昇 し、この方法によれば、広い範囲で酸化度の判定が可能である。
2ガ スクロマ トグラフ(GC)による分析結果 とニオイ濃度値の関係
ニオイ濃度値がにおい成分の変化を反映 していることを確認するため、酸化過程に

































各種茶様飲料に代表 され る多 くの植物熱水抽出物が古 くから健康維持のために、多
くの国 ぐにで飲用 されてきた。近年、ステビアは低カロリーの植物性甘味料 として注





第一節 ステ ビア抽出物の魚油及び リノール酸に対する抗酸化効果
1ス テビア抽出物の魚油及び リノール酸に対する抗酸化効果
1)粗抽出物の魚油に対する抗酸化効果












示 した。 さらに、2000ppmでは、70℃、6日後においても、酸化はほとんど進行 しなか
った(図11)。
2ス テ ビア抽出末 とBHTのリノール酸に対する抗酸化効果の比較
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リノール 酸 酸 化反 応 溶 液 に ステ ビア抽 出 末及 びBHTをそれ ぞれ40ppm,200ppm添加 した
場 合 、 ステ ビア抽 出末 の抗 酸 化 指 数 は40ppm添加 で は 、BHTのそれ の約3分 の2で あ った
が 、200ppm添加 で は 、BHTに遜 色 の ない値 を示 した(図12)。
3 .α一Toc及び クエ ン酸 との併用 効 果
ス テ ビア抽 出末 と α一Toc及び クエ ン酸 の併 用 に よ り、そ れ ぞれ の単 独 添加 の場 合 よ
りも α一Toc並び に クエ ン酸 の併用 に よ る抗 酸 化効 果 の向 上 が認 め られ 、 前者 の併 用 が
高 い効 果 を示 し、それ らは両者 の相 加 的 な もの で あ った(表1)。
第 二節 ステ ビア抽 出物 の抗 酸 化 画 分 の分 離 と精 製
1透 析 に よる分離
分 子 量500以下 の透 析 外 液 に固形 物 の65%が回収 され 、 この もの の 抗酸 化 指 数 は 内液
のそれ の約3倍 と高 く、 ス テ ビア抽 出末 の抗 酸 化 物 質 は 主 に外液 に存 在 した。
20DSカ ラム に よる抗 酸化 成 分 の 分 画
透 析 外 液 をODSカラム で水 溶 出(GF1)、30%メタ ノー ル 溶 出(GF2)及び60%メ タ ノ
ール 溶 出(GF3)に分 画 した。 これ らの画 分 の抗酸 化 効 果 はGF1が最 も強 か っ た。 この
GF1をODSカラム で再 分 画 した もの の リノール 酸 に対 す る抗 酸化 効 果 は、 画分 に よ り大
き く異 な り、最 も高 い抗 酸 化 指数 を示 したの はFr18であ る(図13)。
3薄 層 ク ロマ トグ ラフ(TLC)に よる精 製
GF1の活性 画分 か らTLCで分離 され た38スポ ッ トの うち 、Frl8からの 二つ が リノ ール
酸 に対 して最 も強 い抗 酸 化活 性 を示 した(図14)。
同様 に分離 され たGF2及びGF3のス ポ ッ トの リノール 酸 に 対す る抗 酸化 効 果 はGF1のも
の よ り低 か った。
GF1、GF2及びGF3には 、そ れ ぞれ ポ リフ ェ ノール の 存在 が確認 され た が 、最 も強 い 活
性 を示 したFr18の二つ のス ポ ッ トに はポ リフェ ノー ル は検 出 され な か った。
4カ リウム含 量
抗 酸化 効 果 の 高 いFr18(GF1起源)に は 高含 量 の カ リウムが存 在 してい た。
ス テ ビア抽 出 末 の分 画過 程 にお け るカ リウムの動 き を調 べ た とこ ろ、 そ の4分の3は
GF1に存在 し、 この うち の約2割 がFr18に見 出 され た(表2)。
第 三節 精 製 画分 の抗 酸化 効果
1Fr18のカ リウム の抗 酸化 効 果 に及 ぼす 影 響
有 効 画 分 に含 まれ るカ リウム の抗 酸化 効 果 に及 ぼす 影 響 を知 るた め に、 まず イ オ ン
交 換 ク ロマ トグ ラ フに よ りFr18のカ リウム を分 画 し、 カ リ ウム含 量 の大 き く異 な る
Fr18a(20ppm)とFr18b(4000ppm)を得 た。Fr18a、Fr18bはと もに ほぼ 同等 の抗 酸化
効 果 を示 したが 、 も とのFr18の2分の1以 下 で あ った。 両者 を合 わせ た もの の抗 酸化 指
数 は も との5分 の4程度 を示 し、 カ リ ウム が抗 酸 化 効果 に寄 与 してい る こ とが窺 わ れ た。
2無 機 塩 の抗酸 化 効 果
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Fr18にはカ リウムのほかに僅かのナ トリウム、カルシウム、マグネシウム、硫黄及
び リンが存在 した。 これ らについて調べたところ、カリウム塩に高い抗酸化効果が認
められた。
供試 したカ リウム塩の うち高い抗酸化効果を示 した炭酸カリウムを40ppmから2000p
pm(カリウム濃度)の 範囲で リノール酸酸化反応液に添加 した場合、低添加 レベルで
は添加量の増加に伴い、抗酸化指数は著 しく上昇 し、500ppmを越えると上昇傾 向は鈍
化 した(図15)。
なお、抗酸化効果の現れない程度のカ リウムをさきのFr18a(低カ リウム画分)に 加
えると、抗酸化効果は上昇 し、Fr18の抗酸化効果の発現へのカリウムの関与が再確認
された。



































魚油を約30%練り込んだ配合す り身に抗酸化物質を添加 して5℃に保存 した=場合、無
添加対照区を含め、いずれ もPVの上昇は認められなかったが、対照区のニオイ濃度値
は6日以降速やかに上昇 した。 これに対 し、抗酸化物質添加区では、ニオイ濃度値の上





降に認 められた(図22)。5℃の場合 と同様に緑茶メタノール抽出物は最 も強い抑臭効























かったが、ここには多量のカ リウムが存在 した。 このカ リウムは有効画分の抗酸化効























































































図4各 種抗酸化剤(200ppm添加)のマイ ワシ油 に
対す る抗酸化効果



























咽 』一 メタノール抽出物 画分F3
























保 存 期 間(日)
図7グ リ シ ン及 び α_τbc併用 に よ る
マ イ ワ シ油 に 対 す る 抗 酸 化 効 果
一+一 グ リシ ン240ppm+グ リシ ン1000ppm
一 グ リシ シ430PP皿 一一炉 一 グ リシ ン2000ppm




























































ステ ビア抽 出末 濃度(ppm)














































































図130DSカ ラムに よ り再分 画 した




















































































































































図14TLCに よ り分離 した各ス ポ ッ トの
リノール酸に対す る抗酸化効果
(70。C,4EI)
濃度 ステ ビア抽 出末2QOOppm相当
表2ス テ ビア抽出末及び各画分のカ リウム含量
ステ ビア抽出末の
固 形 物 カ リウム カ リウムに
画 分 (s) 含 螢 対する割合
(%) (%)
ステ ビア抽出末 z.o 13.4 ioo
透析外液 z. 17.1 8'1.9
透析内液 0.62 3.9 7.9
GF1 0.89 24.1 75.5
Fr18 o.zb 17.2 16.7
Fr1814 O.正7 1.3 o.s











































ステ ビア抽出末200ppm溶液に浸漬 したあ じ干物
のニオイ濃度値及びPVの変化(10℃)























図20ス テ ビア抽出末400ppm溶液を噴霧 した
煮干 しかた くちいわ しの α一Toc量の
変化(40℃)
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図21魚 油配合す り身のニオイ濃度値 の変化(5℃)





















論 文 審 査 結 果 要 旨
近年の疫学調査などから,魚食の成人病予防効果が示され,と りわけエイコサペンタエン酸や ドコ
サヘキサエン酸など高度不飽和脂肪酸に富む魚介類脂質の心筋梗塞や脳卒中な どの血栓症の制御効果






よく一致 し,1試料につき10秒程度で酸化度の判定が可能にな り,再現性も高 く繁雑な操作を必要と
しない優れた方法であることが確認 された。
この方法により,天然物からの抗酸化物質を探索 し,ステビア抽出物に強い抗酸化作用を見出した。




を認め,それが α一トコフェロールにより増強されることも示された。このような現象は全 く新 しい






内容を含み,かつ新 しい知見も示された。 よって審査員一同は,著者に学位(農 学)を 授与するに値
するものと判定 した。
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